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   悟る       新井宏
「悟る」を英語の辞書で引くと、「解る」｢気付く｣「目覚める」となっている。日本語の辞書では「迷いを去って真理を知る」とある。
「悟る」のことを、私はなんとなく「悩む」の反意語かと思っていた。「悩まない」の反意語なら「極楽とんぼ」か「開き直る」である。どうも「悟る」ことには縁のない生活をしていると、こんな馬鹿なことからしか話題に入れない。
物理学の世界で「解る」ということは、「学問として完成してしまうこと」を意味し、「進歩の過程を学問」と言う立場からすれば、学問の死を意味する。熱力学という極めて美しい体系の学問があるが、それは勉強の対象ではあるが、研究の対象ではあり得ず、死んだ学問だと言うのである。「悟る」を「真理を知る」と解釈し、「悟った人生」を「真理を知ってしまった人生」と読かえると、「悟った人生」はあまり魅力的でもなさそうである。「極楽とんぼ」も「開き直り」も好みではないが、「悟り」の世界に身を置くことはもっと身に合わない。
 「聖人に夢なし」といって、聖人は悩みや迷いからの脱却によって、夢でうなされることもなくなるのだそうである。現代の科学でも、いわゆる高僧の脳波は一定していて、動揺がないと言う。しかし一方で現代の科学は、夢を見ぬと発狂するとも教えている。夢の役割は、雑多な入力情報を一夜にして整理することにある。
なるほど、聖人は真理を知り、知恵が統一的に整理されていて、どんなに衝撃的な新しい情報があっても、迷わず瞬時に処理できるのであろう。しかしやはり何か変だ。悟りを得た人は、その人の論理に合わない余計な情報を頭からカットしているのに違いない、と俗人は疑う。新しい情報をカットすれば、誰だって「悟り」に至れる。
こんなことを言っているから、宗教の入り口までは行けても、決して中に入れて貰えない。私にとっての「悟り」とは、「悟っても仕方が無いという開き直り」なのであろうか。
そんな私でも、ただひとつ歴史の世界で悟ったことがある。「正義」のぶつかり合いほど始末に終えないことはないということだ。誰かが言っていたが、汚職は国を滅ぼさないが、正義は国を滅ぼすのである。無邪気なアメリカの正義感は二十一世紀にはどんな役割を演じるのであろうか。
